


がんばり“見える化”予算とは・・・・

市職員による創意工夫、新たな手法やアイデアによる取組
によって得られた歳入の増入や、歳出削減の成果を評価し
増収額または節減額の全部または一部をインセンティブと
して、翌年度当初予算に還元するものです。

《目的》
①社会環境が急速に変化する中、職員
一人ひとりが、“変わる”“変える”
意識をさらに持ち、ボトムアップ型の
行政改革の取組を行うことを促進する。
②歳入確保や歳出削減の取組や成果を
「見える化」し、全庁的な横展開を図る。



がんばり“見える化”予算の対象となる取組

《取組例》
・公民連携手法による歳入確保・歳出削減
・使用料、手数料等の増収または新たな収入の確保
・印刷物の数量や仕様の見直し
・委託業務の仕様や契約方法の見直し
・住民との協働など実施手法の見直し
・「一者随意契約の見直し」の取組

《対象とならない取組例》
・入札結果によるものなど、特段の創意工夫がないもの
・当初の目的や効果を達成できず、住民サービスを低下させたもの
・予算を過大または過少に見積もっていたと認められるもの
・法の改正、国・県の動向、外部環境の変化に伴うもの
・その他、インセンティブ付与するにふさわしくないもの



★がんばり“見える化”予算（令和４年度予算反映）紹介！

令和４年度当初予算反映分のがんばり“見える化”予算付与額は、令和３年度の
歳入確保・歳出削減につながる事業の見直しの効果額に基づくものです。

が ん ば り 内 容 効果額 予算付与額 担 当 課

①多度山上公園のトイレ運用経費の見直し
②桑名市観光協会事務局体制の見直し

３，７０６
１，１３６

３，７０６
２２８

観光課

③ペットの個別火葬導入 ６６１ ５２９ 環境対策課

④救急医療情報キットの消防・医療・介護
連携による運用見直し

１，９２３ １，１５４
消防救急課・保健医療
課・介護高齢課

⑤公図混乱等の課題があった事業用地の売却 １６，４７７ ５，０００ 桑名駅西整備事務所

⑥「消防団広報」の見直し ２０７ ８３ 消防本部総務課

⑦駐車場管理の見直し １，５０３ ３０１ ブランド推進課

⑧空きスペースの有効活用 ８３８ １７０ ４課

⑨一社随契の見直し（プロパンガス） １，１９９ ２４１ ３課

合 計 ２７，６５０ １１，４１２

⑩地方債の借入方法の見直し
⑪業務の平準化

９５５
１，９４６

財政課

合 計 ２，９０１

インセンティブ付与希望なし

単位（千円）

単位（千円）



自然エネルギーを利用した循環式トイレを設置すること
により、給水作業にかかる費用や、トイレの維持費を削減
することができる。

《歳出削減効果額》
トイレ運用経費削減 3,706千円（１年あたり）

①多度山上公園のトイレの見直し

（観光課）

給水のために
往復するのは、
費用がかかる
なぁ。

①自然エネルギーで稼働
②完全循環式で原則給水不要
③処理槽等の維持管理が原則不要
④増加する登山客にも対応！！

Point



《歳出削減効果額》
人件費 1,910 千円

桑名市観光協会へ事務局員として桑名市職員を派遣していた
が、事務局員をプロパー職員として長期的に雇用することで、
将来的な展望にたった観光施策を推進していくことができる。

②桑名市観光協会事務局体制の見直し

（観光課）

プロパー職員 7,955千円
市役所職員 9,865千円

市役所職員の派遣

もっと良い観光都
市にしていこう！！

市の人事異動に左右さ
れることなく、長期的に
雇用することでより観光
施策を推進していける
ように。

プロパー職員の雇用

桑名市観光協会



ペットは単なる動物ではなく、大切な家族の一員という
考え方に変化してきている中で、ペットの個別火葬を希望
される人が増加していることを受け、実施しました。

《歳入確保効果額》

660,060円
個別火葬されるように
なったことで、家族の
みんなとお別れをして
もらえるようになりまし
た。

③ペットの個別火葬導入
（環境対策課）

ニーズに対応し、
収入も確保できる
ようになりました。



高齢者の救急搬送について、消防・医療・介護がそれぞれ課
題を持っていた。そのため、桑名医師会をはじめ、市内の医療
・介護に関わる多職種と協議を進め、従来配布していた「救急
医療情報キット」の運用を見直し、コストを削減すると同時に
、情報連携が図られるように改善した。

《歳出削減効果額》
1,923千円

④救急医療情報キットの消防・医療・介護連携による
運用見直し（消防救急課・保健医療課・介護高齢課）

お家にあるものに貼ってもらう
ことで、誰でも簡単に救急医療
情報キットが作れます！！

作り方のチラシで、市民の方々
にご案内していきます。

①緊急時の情報連絡票
②保険証・診察券のコピー
③お薬手帳のコピー 等

筒を配っていたが、経費が
かなりかかっていた

消防・医療・介護共通の
「救急情報連絡票」を作成



代物弁済された土地について、事業区域外であることに加え、公
図混乱、境界未確定等の要因により事業への活用が困難な状況。
コインパーキング等への活用を検討するも、立地及び土地の形状

から需要が無く、借り手が見つからなかった。
そこで、円滑な売払いに必要な境界確定、公図訂正、地積更正、

並びに隣接地権者の越境物の協議をまとめ、一般競争入札による売
払いを実施した。

⑤公図混乱等の課題があった事業用地の売却

（桑名駅西整備事務所）

《歳出削減効果額》

《歳入確保効果額》

土地売払収入17,200,000円－境界確定等654,478円
－不動産鑑定料178,200円＝16,367,322円！

除草の維持管理経費削減
固定資産税収入増
の効果もあります！

除草費用33,866円/年

固定資産税収入75,339円/年



１回に6,500部発行している紙媒体の消防団広報誌を年２
回の発行から年１回の発行に削減。
１回分を減らす代わりに秘書広報課が運営している桑名市

Twitterやデジタルサイネージを活用。これにより新たな層へ
の消防団広報が可能となる。

《歳出削減効果額》

⑥「消防団広報」の見直し

（消防本部総務課）

1回あたり広報誌発行に係る経費236,564円
－年1回発行にすることによる公告料収入の
減30,000円＝206,564円 削減！

紙媒体での発行を1回にし、
減らした分はTwitterを活用
ペーパーレス化にも寄与！



NTNシティホールの立体駐車場が建設から13年を経過し、
設備が老朽化し更新が必要な時期を迎えたため、駐車場の管理
運営を民間委託することによって、設備の更新費用や維持管理
費を削減した。

《歳出削減効果額》

⑦駐車場管理の見直し

（ブランド推進課）

〇契約期間５年間の効果
更新費用12,636,800円＋維持管理費3,509,400円
－駐車場収入8,634,250円＝7,511,950円 削減！

〇単年度の効果
7,511,950÷５年＝1,502,390円 削減！

職員の管理にかかる負担
も軽減されます。



空きスペースに自動販売機を設置（行政財産を貸付）するこ
とで、市の歳入が増加。市民だけでなく職員の職場環境の向上
と有事への備えが可能となった。

《歳入確保効果額》

⑧空きスペースの有効活用
（ブランド推進課・総務課・都市管理課・消防本部総務課）

年額：０円
（空きスペース）

Ｂｅｆｏｒｅ Ａｆｔｅｒ

年額：838,000円！

本庁舎・市民会館・桑名駅
北自転車駐車場敷地内・消
防本部に設置されました。



令和３年度に引き続き、プロパンガスにテーマを絞り、「
一者随意契約から競争入札等に見直すこと」で歳出削減が
図られたものは、「がんばり”見える化”予算」と連動し
て、評価結果に基づき予算を付与することとしました。

（令和４年度予算反映分に限る）

《歳出削減効果額》計３件：▲1,199千円

⑨一者随意契約の見直し

見直しのPOINT

①競争の機会の確保
②随意契約ガイドラインの適正な運用
③予算の硬直化

一者随意契約しか方法が
ないと思われがちでしたが、
しっかりと見直すことで、削
減することができました。

（子ども未来課・廃棄物対策課・消防本部総務課）



市内金融機関に聞き取りを行ったところ、償還年数を短くし
た方が利率が低くなってくることから、銀行における起債の
償還方法に、テールヘビー方式での借入方法を用いて、償還
年数を短く設定することで、利率低減効果を出しました。

《歳出削減効果額》計３件： １年あたり▲954,303円

⑩地方債の借入方法の見直し

・・・

元
金
＋
利
子

元
金
＋
利
子

元
金
＋
利
子

元
金
＋
利
子

一

括

償

還

借換

テールヘビー方式

借入したい期間

見直しのPOINT
②一括償還の際に、
借換を行うことにな
るが、改めて入札・
借入を行うので、競
争性が生まれるため、
利率見直しより、効
果的！！

①テールヘビー方式は、
定額償還していき、決
めた年数で残額を一括
償還するやり方。より
良い償還年数に設定で
きる！！

（財政課）



⑪予算編成時期の前倒しによる業務平準化
（財政課）

Ｂｅｆｏｒｅ

Ａｆｔｅｒ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

予算編成の繁忙期

≪業務平準化のイメージ≫

10月に予算編成スタート

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

予算編成の繁忙期を平準化（緩和）！

7月に前倒して予算編成スタート

≪時間外勤務の削減≫

Ｂｅｆｏｒｅ
（令和元年度）

財政課（財政・行政改革係）における時間外勤務の変化

Ａｆｔｅｒ
（令和２年度）

時間外勤務
年間２，２８１時間

・時間外勤務の削減

時間外勤務
年間１，４４６時間
８３５時間の減

時間外勤務手当を１，９４６千円削減！約４割削減！

従来は10月から予算編成をスタートしていたものを、スタート時

期を前倒しし、7月からの開始としました。その結果、10月～1月に

集中していた業務量を平準化し、時間外勤務の削減につなげました。



★令和４年度当初予算付与額・活用方法紹介！

番
号

担当課 付与額
Ｒ３
年度分

Ｒ４年度
繰越分

活用内容（予算）

①
②

観光課 ３，９３４ ３，９３４

③ 環境対策課 ５２９ ５２９ 火葬に係る消耗品購入

④
消防救急課
保健医療課
介護高齢課

３８５
３８５
３８４ ３８４

３８５
３８５

介護マーク及び救急医療情報キット啓発
チラシ配布に係る経費

⑤ 桑名駅西整備事務所 ５，０００ ２，７１６ ２，２８４
草刈機、空撮用ドローンほか事務・事務用
物品等購入

⑥ 消防本部総務課 ８３ ８３

⑦ ブランド推進課 ３０１ ３０１ 市民会館における物品購入及び施設修繕

合 計（①～⑦） １１，００１ ３，９３０ ７，０７１

単位（千円）①～⑦各課見直しに伴う予算付与額・活用方法一覧表

※⑧空きスペースの有効活用と⑨一者随意契約の見直しに関する一覧表は次項参照



番号 担当課 付与額 Ｒ３
年度分

Ｒ４年度
繰越分

活用内容（予算）

⑧－１ ブランド推進課 １４ １４ 市民会館における物品購入及び施設修繕

⑧－２ 総務課 ５３ ５３ 庁舎管理における物品等購入

⑧－３ 都市管理課 ６８ ６８ 書類収納・整理に係る物品等購入

⑧－４ 消防本部総務課 ３５ ３５

合 計（⑧のみ） １７０ １３５ ３５

★令和４年度当初予算付与額・活用方法紹介！

単位（千円）⑧空きスペースの有効活用に伴う予算付与額・活用方法一覧表

⑨一者随意契約の見直しに伴う予算付与額・活用方法一覧表

番号 担当課 付与額 Ｒ３
年度分

Ｒ４年度
繰越分

活用内容（予算）

⑧－１ 子ども未来課 １７６ １７６ 保育所における施設修繕及び消耗品購入

⑧－２ 廃棄物対策課 １４ １４ 不法投棄防止に係る消耗品購入

⑧－３ 消防本部総務課 ５１ ５１

合 計（⑨のみ） ２４１ １９０ ５１

単位（千円）



★令和４年度当初予算付与額・活用方法紹介！

番
号

担当課 Ｒ４年度繰
越分

活用内容（予算）

① 地域コミュニティ課 ７７０ まちづくり拠点施設における施設修繕

② 観光課 ９４０ 桜の伐根・植樹による景観整備など

③ 福祉総務課 ３，９１４
生活困窮者支援等のための地球づくり事業委託、民生
委員・児童委員改選のための事務経費など

④ 介護高齢課 ６００ 介護人材研修受講のための支援

⑤ 都市管理課 ２００ 市営住宅管理のための物品購入

⑥ 消防本部総務課 ５ 消防服購入の一部財源

合 計（①～⑩）
６，４２９

単位（千円）令和２年度からの繰越事業



★令和４年度当初予算付与額・活用方法紹介！

番号 付与額 Ｒ３年度分 Ｒ４年度繰越分

①～⑦各課の取組による見直し １１，００１ ３，９３０ ７，０７１

⑧空きスペースの有効活用 １７０ １３５ ３５

⑨一者随意契約の見直し ２４１ １９０ ５１

合 計 １１，４１２ ４，２５５ ７，１５７

★付与額まとめ★（①～⑨）

がんばり“見える”化予算として令和４年度当初予算に付与された額は、
昨年度からの繰越分を合わせると、１０，６８４千円となりました。
付与された予算は、住民サービス向上や業務効率化につながる事業に活用
します！今後も“見える”化で、歳入確保・歳出削減に努めます。

★令和２年度からの繰越事業

単位（千円）

単位（千円）

番号 付与額 Ｒ３年度分

①～⑥前年度からの繰越分 ６，４２９ ６，４２９



★市民サービスの向上に貢献しています！

中日新聞で紹介されました
（2021年5月9日中日新聞朝刊）

子ども総合センターで
は、令和３年度当初予算
で付与された「がんばり
“見える化”予算」を活
用し、双子や三つ子を妊
娠・出産した女性・家庭
への支援を拡充しました。
職員のがんばりによっ
て予算を獲得し、市民
サービスの向上につなげ

た好事例です。



「がんばり“見える化”予算」は、

今後も継続的に実施します。

令和５年度当初予算反映分等としては、

令和３年１０月から令和４年９月までを

取組の対象期間とします。

小さな「改革」でも結構ですので、

現状維持に縛られることなく、

「まずはやってみよう」という考え方のもと、

ぜひ“一歩前へ”と

踏み出していただくようお願いいたします。


